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　8月 12 日、役場前通りを会
場に「どんぐり村の盆おどり」
が開催されました。子ども盆お
どりでは友達と参加した子ども
たちが元気いっぱいに踊ってま
した。本紙 10ページにも掲載
しています。

◆　海と大地子どもふれあい交流
◆　功労者表彰式
◆　更別ベーシックインフラサービス　ほか
◆　村のわだい
◆　村からのお知らせ
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開
村
記
念
日
で
あ
る
９
月
１
日
、
村

の
自
治
や
産
業
振
興
な
ど
に
ご
尽
力
と

ご
貢
献
い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た

た
え
る
功
労
者
表
彰
式
が
、
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
織
田
忠
司
議
会
議
長
を
は

じ
め
多
く
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
西
山

村
長
が
受
賞
者
へ
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
り
「
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
が
郷
土
を

愛
し
、
本
村
の
発
展
の
た
め
に
寄
与
さ

れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
小
野
寺　
珠
枝
さ

ん
が
「
私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

務
め
を
果
た
し
て
来
ら
れ
た
の
は
、
多

く
の
先
輩
方
や
同
僚
、
地
域
の
皆
さ
ま

が
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受
賞
の
お
礼

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

功労者表彰式開催

社会功労者

産業功労者 善行者 表彰

感謝状

更別村交通安全指導員と
して多年にわたる功績

更別村商工会役員として
多年にわたる功績

まち・ひと・しごと創生推
進事業への多額の寄付

更別村社会福祉協議会役
員として多年にわたる功績

更別消防団員として多年
にわたる功績

中央コンピューターサービス　株式会社
　まち・ひと・しごと創生推進事業への多額の寄付
株式会社　振興電気
　まち・ひと・しごと創生推進事業への多額の寄付
ＮＯＮＥＮＴＲＯＰＹ　ＪＡＰＡＮ　株式会社
　まち・ひと・しごと創生推進事業への多額の寄付
株式会社　北口電器商会
　まち・ひと・しごと創生推進事業への多額の寄付

小
野
寺
　
珠
枝
さ
ん

船
木
　
静
枝
さ
ん

株
式
会
社
　
長
大

今
井
　
純
一
さ
ん

山
本
　
和
也
さ
ん

　
更
別
村
と
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県

　
更
別
村
と
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県

東
松
島
市
と
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

東
松
島
市
と
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

平
成
３
年
か
ら
双
方
の
児
童
が
お
互
い
の
ま

平
成
３
年
か
ら
双
方
の
児
童
が
お
互
い
の
ま

ち
を
訪
れ
交
流
す
る
『
海
と
大
地　
子
ど
も

ち
を
訪
れ
交
流
す
る
『
海
と
大
地　
子
ど
も

ふ
れ
あ
い
交
流
』
は
、
今
年
で

ふ
れ
あ
い
交
流
』
は
、
今
年
で
3333
回
目
と
な

回
目
と
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
東
松
島
市
の
子
ど
も
た
ち
が
本
村

　
昨
年
、
東
松
島
市
の
子
ど
も
た
ち
が
本
村

を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
本
村
の
子
ど

を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
本
村
の
子
ど

も
た
ち
（
小
学
５
・
６
年
生

も
た
ち
（
小
学
５
・
６
年
生
1313
名
）
が
ど
ん

名
）
が
ど
ん

ぐ
り
子
ど
も
交
流
実
行
委
員
会

ぐ
り
子
ど
も
交
流
実
行
委
員
会 

江
原
純
基

江
原
純
基

副
委
員
長
を
団
長
に
、
ス
タ
ッ
フ
（
委
員
１

副
委
員
長
を
団
長
に
、
ス
タ
ッ
フ
（
委
員
１

名
・
教
育
委
員
会
職
員
２
名
）
と
と
も
に
東

名
・
教
育
委
員
会
職
員
２
名
）
と
と
も
に
東

松
島
市
を
訪
問
。
東
松
島
市
の
児
童

松
島
市
を
訪
問
。
東
松
島
市
の
児
童
1010
名
と
名
と

８
月
８
日
か
ら

８
月
８
日
か
ら
1111
日
ま
で
の
４
日
間
を
過
ご

日
ま
で
の
４
日
間
を
過
ご

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
入
市
式
で
は
、
お
互
い
に
緊
張
し
て
い
た

　
入
市
式
で
は
、
お
互
い
に
緊
張
し
て
い
た

様
子
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
打

様
子
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
打

ち
解
け
合
い
、
学
校
や
学
年
関
係
な
く
仲
良

ち
解
け
合
い
、
学
校
や
学
年
関
係
な
く
仲
良

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

　
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
や
い
か
だ
作
り
、
市
内
見
学
や
バ
ー
ベ
キ

ア
や
い
か
だ
作
り
、
市
内
見
学
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
様
々
な
交
流
を
し
、
あ
っ
と
い
う

ュ
ー
な
ど
様
々
な
交
流
を
し
、
あ
っ
と
い
う

間
の
４
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

間
の
４
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
お
別
れ
式
で
は
、
「
寂
し
い
」
「
も
う
帰

　
お
別
れ
式
で
は
、
「
寂
し
い
」
「
も
う
帰

っ
ち
ゃ
う
の
？
」
と
別
れ
を
惜
し
む
声
や

っ
ち
ゃ
う
の
？
」
と
別
れ
を
惜
し
む
声
や

「
ま
た
会
お
う
ね
」
と
い
う
再
会
を
約
束
す

「
ま
た
会
お
う
ね
」
と
い
う
再
会
を
約
束
す

る
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

る
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

8.11 
(Mon

)
8.8 (

Fri)海海とと大地大地
子どもふれあい交流　実施子どもふれあい交流　実施

（
代
理
人
）
札
幌
支
社

更
別
支
店
長　
今
井　
正
博
さ
ん
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『デジタル化』
　どんぐりスタンプの「デジタル
化」について、広報さらべつ８月
号にてID発行のお知らせをして
おりましたが、９月号では使用に
必要となる登録手順をお知らせ
します。更別村デジタルどんぐり
スタンプの登録は下記の二次元
コードをご利用ください。

▶
更
別
村
デ
ジ
タ
ル

ど
ん
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

更別村ベーシック
インフラサービス ▶
会員登録フォーム

北海道更別村
SBISマイナ　 ▶
手続きポータル

更
別
村
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス

会
員
登
録
フ
ォ
ー
ム

※事前に更別ベーシックインフラ
　サービス（SBIS）の利用登録
　が必要です。未登録の方は、
下記の二次元コードより利用登録
を行ってください。

二次元コードを読み取り、表示
されたページの新規登録ボタン
を押します。

必須入力の項目を入力します。
パスワードの設定は必要ありません。

お疲れさまでした。
登録完了です！

事前に登録いただいたユーザー名
とパスワードを入力します。

1 2

3 4 5

説明会を開催！
　どんぐりスタンプ『デジタル化』に伴う使い方などの説明会を
次の日程で開催します。全日程での内容に変わりはありませんの
で、お気軽にご参加ください。
　なお、事前の申し込みは必要ありませんので、当日会場へ直
接お越しください。
　また、会場への移動手段がない方については、さらクルなど
の無料移動サービスも利用可能ですので、Social Knowledge 
Bank合同会社へお問い合わせください。
　この日程以外でも、農業環境改善センター向かいの「さらら」
にいるSocial Knowledge Bank合同会社社員や、老人保健福
祉センター（福祉の里温泉）ロビーのコミュニティナースにお気
軽にお問い合わせください。

9/18

9/179/17

9/18

ｍａ・ｎａ・ｃａ

上更別オアシス
社会福祉センター
小会議室

シルバーハウジング
団らん室

13：30～
14：30

15：30～
16：30

10：00～
11：00

18：30～
19：30

●問い合せ
更別村国民健康保険診療所 52-2301　企画政策課政策調整係　スーパービレッジ担当　  52-5252

●問い合せ
企画政策課政策調整係スーパービレッジ担当  52-5252
Social Knowledge Bank 合同会社　  65-0366

070-8916-6420

　「診療所予約システム」の利用には、事前に「更別ベー
シックインフラサービス（SBIS）」の利用登録が必要です。
　未登録の方は、下記の二次元コードより利用登録を
行ってください。
※登録がお済みの方はSTEP2にお進みください。

　「SBISマイナ手続きポータル」から利用申込を行いま
す。
※利用申込には、マイナンバーカード、４桁の暗証番
号、マイナンバーカード読み取り機能付きスマホ、マ
イナポータルアプリのインストールが必要です。

　利用申込が完了後、「SBISマイナ手続きポータル」に
ログインし、「オンライン診療所予約サービス」より診療
予約・受付ができるようになります。
　詳しくは「診療所かわら版９月号」をご覧ください。

　10月１日から開始される診療所予約システム
を使って、診察やインフルエンザ予防接種などの
オンライン予約にご利用いただけます。

ご利用にあたっての3STEP

STEP1

STEP2

STEP3

45



103

●問い合せ
　企画政策課広報広聴係　　 52-2114

９月・１０月９月・１０月
行政相談月間のお知らせ行政相談月間のお知らせ

　これまで 10月に実施されていた行政相談週間が
拡大され、９月と 10月の２か月間が行政相談月間
と定められました。
　『医療・保険・年金』、『道路』、『福祉』、『宅地・建物』
など、行政が行う仕事についての相談ごとがありま
したら、ご相談ください。
　なお、村では、行政相談所を設置し村内在住の行
政相談委員が皆さんの相談をお受けしています。相
談には特別な手続きはありませんので、お気軽にお
立ち寄りください。
◆日　時
　９月 25日（木）・10月 23日（木）
　14時から 16時まで
　※上記の日時以外にも毎月第４木曜日を相談
      日としています。
◆場　所
　社会福祉センター応接室

た
。
要
請
内
容
と
し
て
は
、
①
重
点
支
援

地
方
交
付
金
等
の
継
続
（
物
価
高
騰
に
対

す
る
継
続
支
）
②
生
産
性
の
高
い
農
業
基

盤
整
備
と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
（
農
業

農
村
整
備
事
業
の
推
進
）
③
水
産
業
の
安

定
経
営
と
基
盤
整
備
の
推
進
④
高
規
格
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
⑤
国
道
・

道
道
の
整
備
促
進
⑥
大
規
模
災
害
等
対
策

強
化
⑦
脱
炭
素
化
へ
の
取
組
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
含
む
14
項
目
の
要

請
を
行
い
、
い
ず
れ
の
要
請
も
前
向
き
な

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
農
政
事
務

所
帯
広
拠
点
を
訪
問
し
、
田
中
地
方
参
事

官
、
坂
田
総
括
農
政
推
進
官
と
面
談
し
ま

し
た
。
①
物
価
高
騰
に
対
す
る
継
続
支
援

と
経
営
安
定
対
策
の
推
進
（
飼
料
価
格
の

安
定
化
に
資
す
る
対
策
）
②
農
業
王
国
十

　
７
月
７
日
（
月
）
に
今
年
度
の
十
勝
圏
活
性
化
推
進

期
成
会
夏
季
要
請
活
動
（
地
元
要
請
）
を
行
い
、
会
長

の
米
沢
帯
広
市
長
、
副
会
長
の
竹
中
上
士
幌
町
長
、
浜

田
新
得
町
長
、
飯
田
幕
別
町
長
、
高
瀬
音
更
長
議
長
と

と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
帯
広
開
発
建
設
部

を
訪
れ
空
閑
部
長
、
實
重
次
長
（
総
務
担
当
）、
野

次
長
（
河
川
・
道
路
担
当
）、
小
野
次
長
（
農
業
担
当
）

を
含
む
16
名
の
幹
部
職
員
の
皆
さ
ん
と
面
談
し
ま
し

　
札
幌
要
請
に
引
き
続
き
、
７
月
24
日
（
木
）

に
は
、中
央
要
請
（
東
京
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

私
は
４
班
の
班
長
と
し
て
、
黒
川
大
樹
町
長
、

本
田
陸
別
町
長
、
横
山
帯
広
市
議
会
議
長
と
と

も
に
文
科
省
・
内
閣
府
・
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
を
回
り
ま

し
た
。
文
科
省
で
は
、
金
城
康
邦
大
臣
政
務
官

と
面
談
し
ま
し
た
。
特
に
本
年
度
北
海
道
全
体

の
67
％
が
不
採
択
と
な
っ
た
、
学
校
環
境
施
設

整
備
交
付
金
の
全
申
請
（
十
勝
採
択
率
11
％
）

の
採
択
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
内
閣
府
・
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
千
島
海
溝
地
震
発
生
を
想
起
し

た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
大
規
模
災
害

対
策
の
実
施
と
大
樹
町
の
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
建

設
へ
の
継
続
支
援
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
秋
の
臨
時
国
会
で
再
度
、

財
源
確
保
を
目
指
す
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

勝
の
持
続
的
（
酪
農
業
に
対
し
て
長
期
的
な
需
要
確
保
に
向

け
た
対
策
・
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
建
設
に
対
す
る
財
政
的

支
援
の
拡
充
）
③
農
業
基
盤
整
備
・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

（
経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
る
労
働
過
重
や
人
手
不
足
の
課
題

解
決
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
推

進
へ
の
支
援
・
農
業
機
械
や
運
搬
機
械
の
大
型
化
に
即
応
し

た
狭

き
ょ
う
あ
い隘

道
路
、
橋
梁
の
拡
幅
整
備
な
ど
に
必
要
な
予
算
の
確

保
）
等
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
田
中
参
事
官
か
ら
は
、

こ
の
ほ
ど
改
正
と
な
っ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
説
明
が
あ
り
、
基
本
計
画
や
関
連
法
案
の
法
令
化
へ
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
最
後
に

十
勝
総
合
振
興
局
を
訪
問
し
、
野
口
局
長
と
和
田
教
育
局
長

と
面
談
し
ま
し
た
。
①
社
会
資
本
整
備
と
老
朽
化
対
策
の
推

進
②
教
育
環
境
の
整
備
促
進
と
地
域
社
会
と
の
連
携
③
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
デ
ジ
タ
ル
化
施
策
と
地
方
創

生
の
推
進
④
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
地
域
医
療
の
確
保
⑤
高

齢
者
・
障
が
い
者
等
に
や
さ
し
い
施
策
の
充
実
な
ど
、
関
連

す
る
17
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
ま
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十
勝
圏
活
性
化
期
成
会

夏
期
地
元
要
請
活
動
を
実
施

続
く
札
幌
要
請
、

中
央
要
請
（
東
京
）
に
参
加

　更別村生活安全推進協議会では、高齢者の交通事故
を防止するため、運転免許証を自主返納し、運転経歴
証明書の交付を受けた方への支援として「高齢者運転
免許証自主返納奨励事業」を実施しています。
◆運転経歴証明書とは？
　運転免許証を自主返納した方が申請でき、運転免許
　証と同じように公的な顔写真入りの身分証明書とな
　ります。交付申請は、帯広警察署または帯広運転免
　許試験場で、交付手数料として1,100円が必要です。
◆高齢者運転免許証自主返納奨励事業の対象者
　更別村に住所がある 65歳以上の方で、運転免許証
　を自主返納し、運転経歴証明書の交付を受けてから
　１年以内の方です。
　＊申請窓口　住民生活課住民生活係
　＊必要な物　印鑑、運転経歴証明書
　＊交付金額　どんぐり商品券 3,000 円分

●問い合せ
　更別村生活安全推進協議会事務局
　（住民生活課住民生活係）　 52-2112

運転免許証の運転免許証の
自主返納を支援しています自主返納を支援しています

さらべつ
消防フェスティバル

●問い合せ
   更別消防署予防１・２係 52-2201

●問い合せ
   とかち広域消防局救急企画課
　　　　　　　　 26-9123

消防フェスティバル消防フェスティバル
２０２５

9月２８日 日
１０：００～１２：００
場所　　　更別消防署前

※小雨の場合は消防署庁舎車庫で開催します。
※災害や悪天候により中止する場合は、防災
　無線にてお知らせします。

●消火器体験
●煙（避難模擬）体験
●放水体験
●車両展示
●綱渡り体験

さらべつさらべつさらべつ
消防フェスティバル消防フェスティバルキッチ

ンカー
もくる

よ 防火グッズ
もらえるかも

　とかち広域消防事務組合更別消防署では、体験と学びを通して
火災予防の普及啓発を目指すとともに、防災意識の高揚と防災対策
の推進を目的に、『さらべつ消防フェスティバル２０２５』を開催しま
す。
　消火器体験や煙（避難模擬）体験、放水体験などができるほか、
車両展示ブースでは、防火衣（子ども用）や法被での記念撮影もで
きますので、ぜひ会場へお越しください。

●消火器体験
●煙（避難模擬）体験
●放水体験
●車両展示
●綱渡り体験

マイナ救急実証事業を行います

十勝管内全救急隊で実施

令和７年10月１日（水）

令和８年３月31日（火）

　とかち広域消防局では、救急現場で活動する
救急隊が傷病者のマイナ保険証を活用して、医療
機関の選定に必要な傷病者の診療情報などを閲
覧することにより、救急業務の迅速化や円滑化を
目的とした実証事業を実施します。

※本事業は総務省消防庁が全国の消防本部
　と連携して実施するものです。
　住民のみなさまのご理解、ご協力をお願
　いいたします。

マイナ救急の流れ

STEP1STEP1
１１９番通報時に指令員が通報者に対１１９番通報時に指令員が通報者に対
してマイナンバーカードの準備を依頼してマイナンバーカードの準備を依頼

STEP2STEP2
傷病者が情報閲覧に同意する傷病者が情報閲覧に同意する

STEP3STEP3
救急隊員が読み取り、医療救急隊員が読み取り、医療
情報等を閲覧する情報等を閲覧する

STEP4STEP4
円滑な搬送先の選定や処置に活用円滑な搬送先の選定や処置に活用

総務省消防庁
「マイナ救急」
ウェブページ
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各課・施設の電話／メールアドレス　→　総　務　課　 52 2111　 　soumu sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　 52 2114 　　kikaku sarabetsu.jp

vol.136　保健師　藤田　光

●問い合せ　保健福祉課保健推進係　　　   53-3000
　　　　　　更別村国民健康保険診療所　   52-2301
　　　　　　社会福祉協議会　　　　　　   53-3500

●問い合せ　
保健福祉課保健推進係　　　   53-3000

知っておきたい！知っておきたい！
認知症の知識認知症の知識

「MCI（軽度認知障害）について」「MCI（軽度認知障害）について」
９月は「認知症月間」です！９月は「認知症月間」です！

MCI（軽度認知障害）とは？

早期発見と対策が重要！

村の取組みについて認知機能低下の予防対策

　「脳の機能が健常な状態」と「認知症」の中間で、ご
本人やご家族に認知機能の自覚があるものの、日常生活
は問題なく送ることができている状態のことです。
　放っておくと認知症に進行します。国の研究では65
歳以上の約７人に1人がMCIと報告しています。

　MCIは、１年で約5～15%の方が認知症に進行する
一方で、約16～41%の方は健全な状態に回復すること
がわかっています。早めのうちに発見し、適切な対策を行
うことが重要です。
　下のチェックリストで３つ以上当てはまる方は相談が必
要な状態です。

　「認知症になっても安心して生活できるまちづくり宣言」
を行い、必要な取組みとして、「介護予防教室」、「お元気
度測定会」、「各種健康診査」を実施するほか、「認知症
サポーター」の養成、相談窓口として、国保診療所「もの
忘れ相談外来」、社会福祉協議会主催「介護カフェ」があ
ります。ご気軽にご参加、ご相談ください。

　WHO（世界保健機関）では、下記の12項目が認知機
能低下予防に効果があるとして報告しています。
　①身体活動　　　　　　　⑦体重の管理
　②禁煙　　　　　　　　　⑧高血圧の管理
　③健康的な食事　　　　　⑨糖尿病の管理
　④多量飲酒の減量・中断　 ⑩脂質異常症の管理
　⑤認知トレーニング　　　  ⑪うつ病への対応
　⑥社会活動　　　　　　　⑫難聴の管理

自立した日常生活を
送ることができる

日常生活に
支障がある

健常な
状態

MCIへの進行は
ゆっくり

認知機能が回復する方
年間16～41%

認知症に進む方
年間５～15%

MCI

認知症

早期発見と対策が重要！早期発見と対策が重要！

No. チェック項目 チェック欄 No. チェック項目 チェック欄

1 同じことを言ったり聞いたりする 8 慣れた所で道に迷った

2 物の名前が出てこなくなった 9 財布などを盗まれたという

3 置き忘れやしまい忘れが目立ってきた 10 ささいなことで怒りっぽくなった

4 以前はあった興味や関心が失われた 11 蛇口・ガス栓の締め忘れ、火の用心ができなくなった
5 だらしなくなった 12 複雑なテレビドラマが理解できない

6 日課をしなくなった 13 夜中に急に起き出して騒いだ

7 時間や場所の感覚が不確かになった 引用：認知症チェックリスト（国立長寿医療研究センター）
※このチェック項目は、あくまでも目安です。
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２村合同

在宅医療・介護連携推進講演会
中札内村老人保健福祉センター（中札内村西２条南２丁目２）
参加料無料

開催

　本講演会では、地域医療を担う診療所の医師、訪問看護、
訪問診療の現場から実践的な取り組みを紹介いただき、今後の
在宅医療と介護のあり方を考えます。
　ぜひご参加ください。

内　容
１　基調説明　「中札内村の地域医療について（仮）」
　　中札内村立診療所所長　髙石　恵一　氏
２　実践報告①　「訪問看護の現場から見えるもの（仮）」
　　訪問看護ステーションかしわのもり所長　松山なつむ　氏
３　実践報告②　「訪問診察医の立場から（仮）」
　　更別村国民健康保険診療所医師　横川　真帆　氏
４　パネルディスカッション

申し込み先・申し込み方法

※締め切りは１０月10日（金）まで

更別村保健福祉課保健推進係
0155-53-3000

下記二次元コードを読み取り、
ウェブフォームから申し込み
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▲
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

18:00～受付

10.17 (金)
18:30開始

　
　
　
調
査
員
に
提
出
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各課・施設の電話／メールアドレス　→　住民生活課　 52 2112  　　jyuumin sarabetsu.jp
          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　 52 5200　  　kensetu sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

各課・施設の電話／メールアドレス　→　産　業　課　 52 2115  　　sangyou sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　 52 2211　  　furusato sarabetsu.jp　　　　　　　　　

８
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催

し
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工
会
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年
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主
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す
る

第
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回
「
ど
ん
ぐ
り
村
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盆
お
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」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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た
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花
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て
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と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　夏休み・こども福祉の交流体験の一環で、更別村
ボランティアすずらん会主催の『ふれあいサロンで
おりがみをしよう！』が改善センターで開催されま
した。この日は村内の小学生が 10名参加し、パピ
ロフレンズ三浦将宏さん（帯広市）を講師に鶴、シ
マエナガ、ペンギン、お花、飛行機の折り紙を一緒
に折り、最後には飛行機の折り紙をみんなで飛ばし
て楽しみました。

　十勝スピードウェイで 27回目の開催となる全日
本ママチャリ耐久レースが開かれ、道内外から 65
チームが参加しました。
　当日は小雨もあり、ロードコンディションが良く
ない中、時間の経過と共に気温が上がる過酷な環境
下にも負けず、参加者は交代しながら 1周 3.4 キ
ロのクラブマンコースを激走しました。

　（株）オカモト主催の『スケート陸トレWith アス
リート』が農業者トレーニングセンターにて開催さ
れ、村内外から 17名の小学生が参加しました。陸
トレでは、2022年北京五輪に出場した森重航さん
をはじめ、久保向希さん、大島颯己さん３名のアス
リートが子どもたちに直接指導しました。子どもた
ちは真剣にアスリートの話を聞いて学び、終了後に
は次回の開催を望む声が多くありました。

　更別村の生活支援体制整備事業協議体である『ささえ愛さ
らべつ』が『2025 年度ラジオ体操優良団体等表彰の北海道
地方表彰（団体）』を受賞し、8月 18 日に老人保健福祉セ
ンターで伝達式が行われ、（株）かんぽ生命 飯田恭久 帯広
支店長より高畑会長に表彰状が手渡されました。ささえ愛さ
らべつは、2017 年から市街地の行政区内でラジオ体操を開
始。村民の健康づくりや高齢者の見守るだけでなく小中学生
も参加し、地域の交流の場となっていることが評価されまし
た。

　老人保健福祉センターで、65歳以上を対象とし
た『さらべつお元気度測定会』が実施され、2日間
で 79名が参加しました。測定会では血圧や身体測
定、握力や歩行速度、前屈などの体力測定のほか、
軽度認知機能障害の判定も実施されました。参加者
は慣れないタブレット操作や様々なメニューをこな
し、汗をかきながらも楽しく自分のお元気度を確認
していました。

　社会福祉協議会主催の『ふれあい広場 2025 さらべ
つ』が老人保健福祉センターで開催されました。今回は
カフェゆーゆ、イーゲルコットのワークショップ、クロー
バーモアのドーナツ・雑貨販売、サッチャル館の雑貨販
売のほか、モルック体験、ふまねっと体験、レモネード
スタンド、更別消防署による消火体験、学童のおやつや
さんや昭和あそびなど賑わいを見せていました。締めに
はお楽しみ抽選会で大いに盛り上がりました。

道外からも来場し、大盛況！
ふれあい広場2025さらべつ

夏休みの地域交流
小学生と高齢者の交流

６５チーム６時間を走り抜ける！
全日本ママチャリ耐久レース開催

現役選手から直接指導
アスリートに学ぶスケート陸トレ

ラジオ体操優良団体表彰として
ささえ愛さらべつ、北海道地方表彰

生活に密着のメニューで継続測定
お元気度測定会 開催

8/38/6
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～ 8/1
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は
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納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
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を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　

52
・
２
１
１
２

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　
に
「
障
が
い
者
求
職
登
録
」
の
手

　
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
へ
申
込
く
だ

　
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
専
門
援
助
部
門

　
　
　
　
　
　

  
  

23
・
８
２
９
６

　
　
　
　
　
　
（
部
門
コ
ー
ド
43
#
）

　

建
退
共
（
建
設
業
退
職
金
共
済
）

制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
労
働
者

の
た
め
に
、
国
が
作
っ
た
退
職
金
制

度
で
す
。
事
業
主
の
方
が
、
建
設
現

場
で
働
く
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
、
掛
金
を
充
当
し
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。
退
職
金
は
国
が

定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し
て
、
確

実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
安
心
・
安
全

で
す
。
詳
し
く
は
建
退
共
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

建
退
共
北
海
道
支
部

０
１
１・２
６
１・６
１
８
６

　
国
で
は
毎
年
、
9
月
10
日
の
「
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
」
か
ら
始
ま
る
1

週
間(

９
月
10
日
か
ら
16
日)

を「
自

殺
予
防
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

自
殺
を
考
え
る
こ
と
は
「
誰
に
で
も

あ
り
う
る
こ
と
」
で
す
。
悩
ん
だ
り

つ
ら
い
と
き
に
は
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
身
近
な
人
や
相
談
機
関
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
　

  
  

53
・
３
０
０
０

　
　
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　
北
海
道
い
の
ち
の
電
話

  

０
１
１・２
３
１・４
３
４
３

　
　
　

  （
24
時
間
3
6
5
日
対
応
）

　
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

  

０
１
２
０・２
７
９・３
３
８

　
　
　

  （
24
時
間
3
6
5
日
対
応
）

　
十
勝
管
内
に
お
け
る
障
が
い
者
の

一
層
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
が
主
催
し
、
北
海

道
（
十
勝
総
合
振
興
局
）、
帯
広
市

の
共
催
に
よ
り
、
企
業
の
採
用
担
当

者
と
障
が
い
者
が
一
堂
に
会
す
る
合

同
就
職
面
接
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

令
和
７
年
10
月
24
日
（
金
）

14
時
か
ら
16
時
ま
で

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広

　
プ
ル
ミ
エ
（
帯
広
市
）
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と
は
、

年
金
受
給
者
の
う
ち
公
的
年
金
な
ど

の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以

下
と
な
っ
て
い
る
方
々
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
◯
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

　
　
る
方

　
　
・
65
歳
以
上

　
　
・
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が

　
　
が
送
付
さ
れ
た
方
は
必
要
事
項
を

　
　
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
世

　
　
帯
状
況
が
変
わ
っ
た
り
、
収
入
が

　
　
大
き
く
減
少
し
た
場
合
な
ど
は
、

　
　
左
記
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
や
帯
広
年
金

　
　
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
給
付
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
の

　
確
認
方
法

　
◯
通
常
の
年
金
支
給
日
に
、
銀
行
口

　
　
座
へ
年
金
と
は
別
項
目
で
支
援
給

　
　
付
金
が
送
金
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

  

０
５
７
０・０
５・４
０
９
２

　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

  
  

21
・
１
５
１
１

　
　
　
非
課
税

　
　
・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の

　
　
　
他
所
得
額
の
合
計
が

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後
生
ま
れ
の
方

　
　
　
　
８
８
９
，
３
０
０
円
以
下

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方

　
　
　
　
８
８
７
，
７
０
０
円
以
下

　
◯
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　
　
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
　
・
前
年
の
所
得
額
が

　
　
　
「
４
７
２・１
万
円
＋
扶
養
親

族
の
数
×
38
万
円
以
下

　
　
　
（
又
は
48
万
円
、
63
万
円
）」

　
　
※
扶
養
親
族
の
年
齢
等
に
よ
っ

　
　
　
て
金
額
が
変
動
し
ま
す
。

■
受
給
の
た
め
の
手
続
き

　
◯
日
本
年
金
機
構
よ
り
年
金
生
活
者

　
　
支
援
給
付
金
請
求
書（
は
が
き
型
）

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公
証

週
間
で
す
。
公
証
制
度
を
広
く
国
民

の
間
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本

公
証
人
連
合
会
本
部
に
お
い
て
、
同

期
間
中
、電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

10
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
同
月
７
日
（
火
）
ま
で
の

　
９
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
・

13
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

●
内
容

　
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
公
証

　
事
務
全
般

日
本
公
証
人
連
合
会
本
部

  

０
３・３
５
０
２・８
２
３
９

　
　
（
土
・
日
も
実
施
）

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生

18歳以上
33歳未満の方
（32 歳 の方は、
採用予定月の末
日現在、33歳に
達していない方）

  9月   3日（水）
　　  ～
11月10日（月）

　11月15日（土）

防衛
大学校
学生

一
般

18歳以上
21歳未満の方
（高卒者（見込含）
又は高専３学年次
修了者（見込含））

  7月   1日（火）
　　  ～
10月16日（木）

1次
11月1日（土）

2次
11月29日（土）

～12月  3日（水）
  のうち指定する日

防衛医科
大学校

医学科学生

　 7月1日（火）
　　  ～
 10月8日（水）

1次
　10月25日（土）
2次
　12月17日（水）
　　 ～19日（金）
  のうち指定する日

防衛医科
大学校

看護学科学生
（自衛官候補
看護学生）

　7月1日（火）
　　  ～
 10月3日（金）

1次
　10月18日（土）
2次
 　12月6日（土）
   または  7日（日）

予備
自衛官補
（第２回）

一
般

18歳以上
52歳未満の方

 5月24日（土）
  　　～
 9月11日（木）

　9月13日（土）
　　～
　9月29日（月）
のうち指定する日

技
能

18歳以上で国家
免許資格等を有
する方（資格によ
り年齢上限は53
歳未満～55歳
未満）
※詳しくはお問
　合せください。

自衛隊帯広募集案内所
　（帯広市西５条南14丁目13 NCサウスビル）
　 ２３-8718
　　  obihiro.pco.tokachi@rct.gsdf.mod.go.jp

自衛官の募集のお知らせ募　集

12

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
に
つ
い
て

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
ミ
ニ

が
９
月
19
日
（
金
）
か
ら
同
時
発
売

さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

購
入
も
で
き
ま
す
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策

な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
販
売
期
間

　
９
月
19
日
〜
10
月
19
日

公
益
社
団
法
人

　
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

０
１
１・２
８
１・０
２
８
１

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
重
油
や

灯
油
を
混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重
油
か

ら
軽
油
を
製
造
し
た
も
の
な
ど
を
い

い
、
こ
れ
ら
の
販
売
・
使
用
す
る
こ

と
は
、
脱
税
行
為
で
あ
り
悪
質
な
犯

罪
で
す
。

　
ま
た
、
排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化

物
を
増
加
さ
せ
、
大
気
汚
染
の
原
因

と
な
り
私
た
ち
の
健
康
に
重
大
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に

向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
軽
油

の
抜
取
調
査
等
を
さ
ら
に
強
化
し
ま

す
。

　
「
不
正
軽
油
」
の
話
を
聞
い
た
り
、

見
た
り
し
た
時
は
、
下
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

  

０
８
０
０・８
０
０
２・１
１
０

　
十
勝
総
合
振
興
局

　
　
　
　
　
課
税
課
事
業
税
関
税
係

　
　
　
　
　
　
　

27
・
８
５
１
０

10
月
は
、
不
正
軽
油

防
止
強
化
月
間
で
す

各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　 52 2117　  　gikai sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　 52 2116  　　nougyou sarabetsu.jp

北海道 　    更別村

Facebook&Instagram
QR コードを読み取って
フォローをしてみよう！

各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　 53 3000　  　hoken sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　 52 2301　  　shinryousyo sarabetsu.jp

建
設
業
の
退
職
金
の

こ
と
な
ら
建
退
共

「
障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア

２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
す

第
35
回
「
公
証
週
間
」

電
話
相
談
の
ご
案
内

９
月
10
日
か
ら
16
日
は

自
殺
防
止
予
防
週
間
で
す

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
販
売
開
始

建退共
ウェブ
サイト

北海道
ウェブサイト

どんちゃん

既読
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令
和
７
年
度
農
業
ク
ラ
ブ
全
道
技
術
競
技

大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
生
活
科
学
科　
増
地　
早
佳
江

　
私
は
８
月
８
日
に
、
岩
見
沢
農
業
高
校

で
行
わ
れ
た
「
農
業
ク
ラ
ブ
全
道
技
術
競

技
大
会
」
の
農
業
鑑
定
競
技(

分
野:

生

活)

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
を
利
用
し
、
学
校
で
勉
強
会
と

し
て
他
の
参
加
者
と
一
緒
に
学
習
を
し
ま

し
た
。
過
去
問
を
多
く
解
い
た
り
、
教
科

書
を
読
み
込
ん
だ
り
し
た
の
で
、
今
回
で

３
回
目
と
な
る
全
道
大
会
は
前
回
よ
り
も

自
信
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
競
技
中
も
、
今
ま
で
の
よ
う
な
迷
い
は

な
く
、
自
信
を
持
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
問

題
を
解
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
結
果
と

し
て
今
年
初
の
最
優
秀
賞
を
取
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

10
月
下
旬
に
は
全
国
大
会
が
控
え
て
い

る
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
勉
強
を
重
ね
、

ぜ
ひ
全
国
で
も
良
い
賞
を
取
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
が
最
後
な
の
で
、
３
年
間
の
努
力

の
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
農
業
科　
仲
本　
太
陽

　
私
は
、
今
回
岩
見
沢
農
業
高
校
で
開
催

さ
れ
た
「
農
業
ク
ラ
ブ
全
道
技
術
競
技
大

会
」
の
農
業
鑑
定
競
技(

分
野:

作
物)

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
少
な
い
日
数

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
道
大
会
で
も
良

い
成
績
が
取
れ
る
よ
う
に
日
々
勉
強
を
行

い
ま
し
た
。

　
夏
休
み
中
も
登
校
し
、
普
段
習
っ
て
い

な
い
教
科
か
ら
の
出
題
も
あ
る
た
め
、
教

科
書
を
借
り
て
学
び
ま
し
た
。
出
題
範
囲

の
鑑
定
物
な
ど
を
実
際
に
見
た
り
、
触
る

こ
と
で
知
識
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
大
会
前
日
も
宿
舎
や
岩
見
沢
市
の
図
書

館
で
、
最
後
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、独
特
の
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
で
、

緊
張
し
な
が
ら
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
得
点
は
、
自
己
採
点
と
大
差
が
無
い
点

数
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
東
北
海
道
連
盟

最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
は
山
梨
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

に
向
け
て
、
残
り
の
２
か
月
間
、
き
ち
ん

と
勉
強
し
て
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▶
表
彰
を
受
け
る
仲
本
さ
ん

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『水族館飼育員のただな
らぬ裏側案内』　なんか
の菌 /著
元飼育員の著者が描くエッ
セイ。水族館の仕事につい
て楽しく学べる 1冊です。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分～ 18時 00分
休 館 日　火曜日および祝日 (日・月・土以外 )
住 所　更別村字更別南２線 96番地 11
　　　　　農村環境改善センター内
電 話　52-3171本本ごよみごよみ本本ごよみごよみ

お
ひ
げ
ピ
ン
ピ
ン

(

し
も
か
わ
ら
ゆ
み)

今月の読みきかせ今月の読みきかせ
９月20日 ( 土 )　11時 00分～ 11時 30分
■『おうちにいれちゃだめ !』
■『クルミの森のニホンリス』

今月の展示今月の展示

こ
う
ふ
く
ろ
う

（
薬
丸　
岳)

ご
ん
ぎ
つ
ね

(

新
美　
南
吉
）

ど
こ
ど
こ
?

ど
ん
ぐ
り

(

フ
フ
フ
ー
ン)

世
界
の
ス
ゴ
イ
絵
画

（
佐
藤　
晃
子)

ひ
ら
が
な
名
作

　
　

 (

齋
藤　
孝)

み
ん
な
で
描
こ
う
!
黒
板
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す
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ポ
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れ
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鈴
木
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り
た
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も
り
の
ホ
テ
ル

(

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
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谷
根
千
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ス
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リ
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密
室
の
中
に
猫
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い
る
　
（
東
川　
篤
哉)

ク
ロ
エ
と
オ
オ
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（
有
川　
ひ
ろ
）

情
熱

(

桜
木　
紫
乃)

パ
ズ
ル
と
天
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(

伊
坂　
幸
太
郎)

ト
ッ
ト
あ
し
た
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黒
柳　
徹
子)

帰
宅
後
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分
で
完
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爆
速
夜
ご
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ん

  
(

Ｈ
ａ
ｎ
ａ)

心
理
学
大
図
鑑

(

キ
ャ
サ
リ
ン

　
・
コ
ー
リ
ン
）

か
ぎ
針
編
み

困
っ
た
と
き
に
開
く
本

今
が
見
え
て
く
る

世
界
の
国
図
鑑

（
井
田　
仁
康)

サ
イ
レ
ン
ト
シ
ン
ガ
ー  （
小
川　
洋
子)

災
疫
の
季
節　
　

(

中
山　
七
里)

こ
れ
一
冊
で
Ｏ
Ｋ
!

「
小
１
の
壁
」
完
全
ガ
イ
ド
（
う
な
ぎ
マ
マ)

サ
ッ
カ
ー
ド
リ
ブ
ル

解
剖
図
鑑

(

三
笘　
薫)

(

松
村　
忍)

ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
!

あ
た
ら
し
い
ぼ
う
け
ん

ビデオやDVDが視聴できます！ビデオやDVDが視聴できます！
図書館内の視聴覚コーナーで

は、約700本のビデオと約750本
のDVDから好きな作品を選んで視
聴することができます。
　視聴覚コーナーをご利用の際
は、利用簿に記入の上、図書室職
員にお声かけください。

■一般書コーナー
　『宇宙の本』
■児童書コーナー　
　『月の絵本』
　『おじいちゃん・
　 おばあちゃんの絵本』

見
て
楽
し
め
る
!

せ
か
い
の
国
旗

 (

中
妻　
雅
彦)

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

み
〜
つ
け
た
!?

（
円
谷
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
監
修
）

各課・施設の電話／メールアドレス　→　教育委員会　　 52 3171　  　kyoui sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　 53 3700　  　kosodate sarabetsu.jp

 (

姫
野

　
よ
し
か
ず)

各課・施設の電話／メールアドレス　→　とかち広域消防事務組合更別消防署 52 2201　　syoubou sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　７月 13日に開催された北海道小学生バドミントン大会十勝予選会
で 5位に入賞し、8月末に行われる全道大会に出場する中札内バド
ミントン少年団の河原徹太さんが 8月 22日に教育委員会を訪れ、宝
輪祐子教育長に出場報告をしました。河原さんは「練習の成果を発揮
して、全道大会で結果を残せるよう頑張りたい」と全道大会への意気
込みを話し、宝輪教育長は「十勝大会で５位の成績を残したことは大
変素晴らしいこと。支えてくれている指導者やご両親への感謝を忘れ
ずに、全道大会でも頑張ってほしい」と激励しました。

　７月に開催された北海道卓球選手権大会十勝地区予選
会に出場し、北海道卓球選手権大会カデットの部（8月
30・31日）への切符を手にした更別中央中卓球部の森
田修司さん、𠮷根 琉生さん、札内卓球クラブの松野七
星さん、更別卓球ジュニアの𠮷根 優月さんの４名が８
月２日に教育委員会を訪問し、宝輪教育長に全道大会の
出場報告をしました。宝輪教育長は「まずは卓球を楽し
み、普段の力を発揮してほしい」と鼓舞しました。

河
かわはら
原 徹

てっ た
太さん

𠮷
よし ね
根 琉

りゅうせい
生さん・森

もりた
田 修

しゅうじ
司さん

◆バドミントン

◆卓　　球

各競技で全道大会に出場す
る子どもたちが意気込みを
話してくれました。

松
まつの
野 七

なな せ
星さん・𠮷

よしね
根 優

ゆづ き
月さん

左から左から
森田明宏顧問　 　森田修司さん　　　𠮷根優月さん森田明宏顧問　 　森田修司さん　　　𠮷根優月さん
　　　　𠮷根 琉生さん　　　松野七星さん　  宝輪教育長　　　　𠮷根 琉生さん　　　松野七星さん　  宝輪教育長

子子 どもたちどもたちが活躍！が活躍！
　　　　　  全道大会へ　　　　　  全道大会へ

左から河原徹太さん、宝輪教育長左から河原徹太さん、宝輪教育長
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日
発
行

人の動き
2025年 8月 1日現在

kikaku@
sarabetsu.jp 総人口

3,064 人
（＋ 2人）

男性
1,505 人
（＋ 1人）

女性
1,559人
(＋ 1人）

世帯数
1,374 世帯
（ ＋ 3世帯）

戸籍の窓口

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録
　238日 ( 8 月 31日現在 )
■地域安全運動のお知らせ
『秋の全国交通安全運動』
　秋の全国交通安全運動が 9月 21 日（日）から 30
日（火）の 10日間で実施されます。以下の項目を重
点的に注意しましょう。
・ 歩行者の安全な道路横断方法などの実践と反射材用
　品や明るい目立つ色の衣服などの着用
・ ながらスマホや飲酒運転などの根絶と夕暮れ時の　
　早めのライト点灯やハイビームの活用
・ 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理
　解と遵守の徹底、ヘルメットの着用

●問い合せ　
更別村農業・経営生産対策推進部会
農作業安全運動推進部　　　   52-2115

　秋は農作業の最繁忙期です。この農繁期には作業時間が
増えて疲労が蓄積するため、農作業事故が多発する傾向に
あります。事故の傾向を知ることで事故を未然に防ぐため
の対策を取ることができます。今一度、農作業への安全意
識を高め事故のない秋にしましょう。

・トラクターやコンバインなど農業機械の転倒や
　転落、巻き込まれ事故
・高齢者や経験の浅い作業者による事故
・疲労や焦りにより機械の操作ミスや判断誤りに
　よって誘発される事故

・圃場や道路での安全確認（速度・周囲の確認）
・適切な服装と巻き込まれ防止
・夜間作業時の照明の確保
・圃場や道路など危険な箇所の把握と表示
・無理のない作業計画、ヒヤリハット事例の共有
・休憩の励行と体調管理

事故事例（一部）
注意点・対策（一部）

更別村農業・経営生産対策推進部会

・無理のない作業計画、ヒヤリハット事例の共有
・休憩の励行と体調管理

▶
7
月
に
行
わ
れ
た
農
作

業
安
全
研
修
会
で
事
故
事
例

と
安
全
対
策
を
学
ぶ
参
加
者
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